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1. はじめに
我々は日常生活の中で様々な感情を経験する．これまで

の研究から，自身の感情を正しく認識することは，ネガティ
ブな感情を軽減するなどの感情に適した行動につながるこ
とが明らかになっている [1]．すなわち，感情を認識するこ
とによって，自身がより幸せになるための行動計画を立てる
ことが示されている．これは，自分自身がいつ，どういう場
所で，どのような状態の時に，感情が良い方向，あるいは，
悪い方向へ変化するのか，このような感情を認識すること
によってWell-beingの向上が図れることを示唆している．
しかし，身体的，環境的要因などによって変化する感情を

自発的に捉え続け，感情の変化の原因を理解することは困
難である．感情を継続的に測定できなければ，感情の変化
を知ることはできないし，感情の変化が分かったとしても，
その背景となる原因が分からなければ，自身の行動を計画
することにつなげることはできない．そのため，(1) 継続的
に感情を測定し，(2)測定時の背景となる情報と結びつけて
振り返ること，の 2つの問題への対応が必要である．
(1)の問題，継続的な感情の測定については，従来，自由

記述や尺度などのテキスト形式による方法によって，ユー
ザ自身が 1 日に複数回，感情を報告することで感情の変化
を時系列データとして得る方法（i.e.，経験サンプリング法）
が試みられている．しかし，自由記述や多くの質問項目に
複数回回答することは負荷が高くなることが指摘されてお
り，継続した測定が難しくなってしまう [2, 3]．そのため，
ユーザが継続して感情測定に取り組めるように，より簡易
的な測定方法が必要となる．
本研究では，この問題に対して，絵文字による感情測定

法に注目する．絵文字は（例えば， ），世界中で常用され
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ている非言語形式のコミュニケーションツールであり，視
覚的に幅広い感情を表現することができる [4]．その利便性
から消費者研究などで回答者の感情状態を測定する指標と
して，研究利用が始まっている．絵文字を感情の測定指標
として利用することの利点として，容易に感情情報を理解
できる特徴から，簡便に自身の感情を報告できることが挙
げられる [5]．そのため，絵文字を用いて日常生活中の感情
を測定することで，テキスト形式による方法に比べ，ユー
ザの負荷を抑えた感情測定が可能になることが考えられる．
既存のシステムとして，「エモ日記」という顔のアイコンを
用いて感情を記録しているアプリがある [6]．このシステム
は感情を容易に記録できるが，記録時の背景情報を取得す
ることができないため，感情の原因を知ることができない．
これでは，（2）の問題に対応することは難しい．以上を踏ま
え本論文では，2章で絵文字を用いて継続的に感情と背景情
報を測定できるシステムを実装する．
(2)の問題，測定時の背景となる情報を結びつけ感情を振

り返る方法については，先行研究において位置や時間情報，
行動を用いた振り返りが試みられており，振り返りによっ
て自身や他者への感情に対する意識が高まり，行動が変化
する事例がいくつか見られた [7]．しかし，先行研究では，1
日の中で任意のタイミングでの感情報告しか行われていな
い．すなわち，ユーザはなんらかのイベントがあったとき
に感情を報告する．また，その報告数は平均 1日 1～2回程
度であるため，1日の感情の変化に対する振り返りを行うこ
とはできない．つまり，先行研究は本研究が目的とする感
情が変化した原因について理解するツールではなく，イベ
ントと感情報告を結びつけて記録・共有する体験レビュー
ツールと言える．
本研究では，絵文字による容易な感情測定を用いて，1日

複数回の回答を集めることにより，感情の変化に着目した
振り返りができる．この振り返りを通して，感情が変化し
た原因に対してユーザの理解を促し，自身の行動を変容さ
せることで，Well-being の向上へとつなげていくことを目
指している．
本研究では感情の振り返りを，位置情報，時間情報，生体

情報，社会活動量を用いて行うことで，自身の感情について
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より深い理解ができると考える．
位置情報は，日常生活で経験する感情と結びついてお

り [8]，ユーザごとにポジティブやネガティブになりやすい
場所があることが考えられる．そのため，位置情報は感情
変化の原因を理解する上で重要な要素となる．
感情は曜日や時間帯で変化することがある [9]．例えば，

仕事が終わる金曜日の夜は幸せになったり，朝起きるのがつ
らくなったりすることがある．時間による感情の変化が予
想されるため，時間情報も振り返りに重要な要素といえる．
生体情報である心拍数は，自身の状態を表現する手段と

して使用することができる [10]．そのため，生体情報を振
り返りに用いることで自身の状態と感情を結びつけながら
感情の原因について分析を行えることが考えられる．
感情は他者との関わり合いにより変化することがある [9]．

我々は，多くの他者と関わり合いながら生活しているため，
より良い社会活動を行なっていくには社会活動に応じて
感情がどのように変わるのかを振り返ることが重要だと考
える．
以上を踏まえ本論文では，3章で背景情報と記録された絵

文字を結びつけることで，ユーザの感情の認識を支援する
振り返りシステムを提案する．視覚的に感情を表現した絵
文字を用いることで自身の感情と背景情報について容易に
振り返りを行えることが考えられる．この振り返りにより，
ユーザに対してポジティブやネガティブに感情が変化する
原因の理解を促すことで，Well-being の向上につながるよ
うな行動変容が期待できる．

2. スマートウォッチによる感情測定システム
複数の絵文字の中から感情に適したものを選択すること

により感情を測定する方法を実装する．この方法は，絵文
字を表示し選択するだけで感情を測定できるため，スマー
トフォンやタブレットなどの様々なデバイスに適用できる．
実装するシステムでは，測定した感情の振り返りに用いる
背景情報を取得するために，スマートウォッチを使用する．
2.1. 使用する絵文字
先行研究 [11]では，74個の表情の絵文字を感情価と覚醒

度の 2軸から分類した時に，強い負の感情・中程度に負の感
情・負に近い中立の感情・正に近い中立の感情・中程度の正
の感情・強い正の感情の 6個のクラスターに分類でき，幅広
い感情と対応することが明らかになっている．本研究では，
これらの絵文字の中でも，ユーザによる絵文字の解釈の違
いを防ぐため，各クラスターから感情価と覚醒度の標準偏
差が平均以下のものを 2個ずつ使用する．
具体的には，強い負の感情として ，中程度の負の感情

として ，負に近い中立の感情として ，正に近い中立

の感情として ，中程度の正の感情として ，強い正の
感情として を選別する．
2.2. 感情報告インターフェースの実装
本研究では，感情測定システムを実装するにあたってス

マートウォッチ Fitbit Sense を用いた．感情測定システム
は，（1）感情測定を促す通知を行うスマートウォッチアプ
リ，（2）複数の中から絵文字を選択することで感情を測定す
るスマートウォッチアプリの 2 つから構成される．スマー
トウォッチアプリは，プログラミング言語 XML・CSS・
TypeScript と Fitbit SDK，データベースとして Google

社が提供している Cloud Firestore を用いて実装した．感
情測定システムの詳細について以下で説明する．
（1）の通知を行うアプリでは，ユーザに対して一定または
ランダムな時間間隔で感情測定を促す通知を行うことがで
きる．画面には現在時刻とユーザを識別するための id が表
示され，通知を行う時刻になるとスマートウォッチが振動
する．振動を受け取ったユーザがスマートウォッチを画面
をオンにすると，（2）の感情を測定するアプリが自動で立ち
上がる．この通知により，ユーザに対して日常のあらゆる
時間における感情の測定を促すことを目指した．
（2）の絵文字を用いた感情測定アプリの画面を図 1 に示
す．このアプリでは，ユーザは図 1-STEP1のように表示さ
れる 12個の絵文字の中から自分の感情に最も適した絵文字
を選択する．1 画面には 6 個の絵文字が表示され，上下の
スクロールで絵文字を切り替えることができる．絵文字を
選択すると，図 1-STEP2のような確認画面に移動する．も
し，絵文字を再選択する場合は画面下にある BACK ボタ
ンを押す．BACK ボタンには緑のゲージがあり，ボタンの
有効時間を表している．この緑のゲージは，確認画面への
移動と同時に動き出し，3秒でなくなる．緑のゲージがなく
なる，もしくは画面がオフになると，選択した絵文字や時
刻などの情報が Cloud 上のデータベースに保存される．も
し，データベースに保存できなかった場合は次の測定まで
スマートウォッチ内で保存される．
STEP1
感情に適した絵文字を選択
上下スクロールでページ切り替え

STEP2
選択した絵文字を確認
BACKボタンで再選択

ページ1 ページ2

図 1 絵文字を用いた感情測定アプリ
Figure 1 Emotion measurement app by emojis
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2.3. 背景情報測定システムの実装
Fitbit Sense では，Fitbit SDKを用いて，感情報告と同

時に，その背景情報を取得できる．具体的には，位置（GPS）
情報，時刻，心拍数，歩数，消費カロリー，上った階数，歩
行距離，気圧，加速度，角速度を測定・取得できる．
本研究で実装したプロトタイプにおいては，このうち加

速度，角速度以外の情報を測定する．報告時の一時的な加
速度や，角速度を測定・記録しても意味がないためである．
1章では，ユーザの社会活動（他者との関わり合い）の重

要性について述べたが，今回は実装しない．
奥野と角はカメラを用いて社会活動を計測するシステム

を提案している [12]．これら研究や，近接するユーザの位
置を計測するシステムを参考に，今後社会活動を背景情報
として測定したい．

3. 感情の振り返り
スマートウォッチ上で記録した絵文字と背景情報を用い

た感情の振り返り方法を提案する．この振り返りシステム
は Web アプリとして実装し，ユーザが所有するスマート
フォンや PC を用いて振り返りを行うことを想定している．
3.1. 位置情報をもとにした振り返り
記録された絵文字のフィードバック方法として，図 2 の

ように絵文字を位置と結びつけ地図に表示する方法を提案
する．この方法により，ユーザは自身の感情と場所との関
連を容易に理解することができる．また，記録した絵文字
を時系列順に表示していく機能を実装すれば，感情の変化
に着目し位置と感情の関係について振り返ることができる．
振り返りにより感情と場所の関連に対して理解を深める

ことができれば，ネガティブな時はポジティブになれる場
所に行く，ネガティブになりそうな場所は避けるなどの行
動変容が期待できる．

図 2 位置情報を用いた感情の振り返り
Figure 2 Emotional reflection by location

3.2. 時間情報をもとにした振り返り
記録された絵文字のフィードバック方法として，図 3 の

ように記録された絵文字をカレンダーに表示する方法を提
案する．この方法により，ユーザは月や曜日と感情の関連
を容易に理解できる．また，カレンダーに登録されたイベ
ントと絵文字を結びつけることで，経験した感情の原因を
イベントの内容をもとに振り返ることが可能となる．
図 4 のように記録された絵文字の割合を時間帯ごとに表

示することで感情の変化による振り返りも考える．これに
より，時間帯と感情の変化の関連を容易に理解できる．
時間情報をもとにした振り返りを行うことにより，ユー

ザに対してポジティブやネガティブになれる曜日や時間帯，
自身の感情変化の傾向の理解を促す．この方法で感情につ
いて理解を深めることができれば，月曜日はネガティブにな
ることが多いから気分転換をする，夕方はネガティブな感
情に変化することが多いから早めに仕事を終了するなどの
曜日や感情の変化の傾向に合わせた行動変容が期待できる．

図 3 時間情報を用いた感情の振り返り
Figure 3 Emotional reflection by time

図 4 感情の変化を用いた感情の振り返り
Figure 4 Emotional reflection by emotional change
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3.3. 感情の検索を用いた振り返り
記録された絵文字を振り返る際に特定の絵文字や時間帯，

生体情報，社会活動量でフィルタリングをかけ，検索するこ
とができる機能を加える．これにより，心拍数が低い時は
負の感情を表す絵文字を記録しやすい，周辺に誰かがいる
時は強い正を表す絵文字を記録しやすいなどの感情と様々
な背景情報との関係性を発見し，自身の感情について詳細
な理解を促すことができる可能性がある．
また，感情の変化をもとに検索を行う方法も考えられる．

先行研究では，ラッセルの円環モデルをもとにした二次元
平面上に感情の変化を表す曲線を描画することでアニメー
ション顔アイコンを作成するシステムを提案している [13]．
このシステムの入力方法のように，感情の変化を曲線として
入力することで，過去の記録データから入力した曲線と似
た感情の変化のデータを検索できることが考えられる．例
えば，楽しいから悲しい感情に変化したときの時間や場所，
生体情報などのデータやその前後の記録データを検索して
見ることができる．この検索方法によって感情の変化が起
こった原因について理解しやすくなることが考えられる．

4. おわりに
本研究では感情の振り返りを通した，感情認識の促進方

法を提案した．感情の振り返りのためには継続した感情の
測定と，測定時の背景情報を結びつけて振り返るための方
法が必要である．本論文では，感情測定の問題に対して，ス
マートウォッチと絵文字を用いた感情報告システムを実装
した．感情と背景情報を結びつけて振り返るための方法に
ついては，位置情報と時間情報，感情の検索を用いた例を
提示した．今後は，生体情報や社会活動を用いた感情の振
り返り方法も考えていく．絵文字による感情測定において，
その振り返りにどのような背景情報を要するのかは未知で
ある．絵文字による感情測定とその振り返りの方法論を確
立すべく研究を進める．
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